
　長年にわたり行田の足袋産業を支えてきた旧忍町
信用組合店舗が水城公園内に移築されました。現在
は大正浪漫×昭和レトロなカフェとし
て生まれ変わり、行田の魅力を発信
できる場となっています。
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　大正11（1922）年に棟上げされた元
牧野本店の足袋工場で、足袋産業全
盛期の面影を残しています。現在は、
工場の面影をほぼそのままに残した
博物館として生まれ変わり、職人さん
による実演を見学することができます。

足袋とくらしの
博物館11

　明治39(1906)年建設の元栗原代
八商店の土蔵造りの足袋蔵。現在は、
日本遺産ガイダンスセンターに活用
されていて、日本遺産や足袋蔵につい
ての情報を提供しています。

足袋蔵まちづくり
ミュージアム12

　足袋原料問屋だった小川忠次郎商店の土蔵造
りの店舗併用住宅です。国登録有形文化財に登録
されており、現在は手打ちそば店として再活用され
ています。そば打ち教室も開催しており人気です。

忠次郎蔵13

行田で出会う小さな発見
One Day in

城の城下町行田の裏通りを歩くと、時折ミシンの音が響き、土蔵、石蔵、モルタル
蔵など多彩な足袋の倉庫「足袋蔵」が姿を現す。行田足袋の始まりは約300年前。

武士の妻たちの内職であった行田足袋は、やがて名産品として広く知れ渡り、最盛期には
年間8,400万足もの足袋を生産するまでに発展した。それとともに明治時代後半から足
袋蔵が次々と建てられていった。今も日本一の足袋産地として和装文化の足元を支え続
ける行田には、多くの足袋蔵など歴史的建築物が残り、趣きのある景観を形づくっている。

行田市の日本遺産認定ストーリー（概要）

～もう一つの履物文化～
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　かつて日本一のスリッパ生産量を誇ってい
た南河原村(平成18年に行田市に編入合併)。
　この南河原の伝統工芸を後世に残すべく、
「型の丈夫さ」「履き心地のよさ」はそのままに、
世界中の伝統柄の生地を用いて一
新。同じデザインのものはなく、「自
分だけの組み合わせ」を楽しむこと
ができます。
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- Japan Heritage -
What’s

足袋作り体験も
できます！

（有料・予約定員制）

行田市の日本遺産には45件の
構成文化財が認定されています

構成遺産一覧はこちら

伝統技術×NEWデザイン南河原スリッパ

南河原スリッパの詳細はこちら

（ヴェールカフェ）
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